
【口頭報告】

石井太・是川夕・大津唯：“DecompositionAnalysisbyCauseofDeathfortheShiftingandCom-

pressionFeaturesofJapaneseMortality”

是川夕：“FertilityofImmigrantWomeninJapan”

【ポスター報告】

福田節也・余田翔平・茂木良平：“ThreeDecadesofEducationalAssortativeMatinginJapan:A

MicroDataAnalysisofPopulationCensus1980-2010”

菅桂太：“CareerInterruptionsAmongMarriedWomenontheFirstMarriageandtheFirst

ChildbirthinJapan:PatternsandCovariates”

鎌田健司：“DiffusionProcessofFertilityTransitioninJapan1920-2010SpatialAnalysisUsing

EconometricPanelModel”

是川夕：“ASocioeconomicStatusofImmigrantWomeninGenderedMigratoryProcesses”

（余田翔平 記）

特別講演会（Joel.E.Cohen教授）

2017年5月15日（月）13:30～15:00，ロックフェラー大学（RockefellerUniversity）及びコロン

ビア大学（ColumbiaUniversity）教授のJoel.E.Cohen教授による特別講演会が，“Variability

overtimeinage-specificmortalityinindustrializedcountriesincludingJapan:Taylor'slaw

meetsGompertz,Makeham,andSiler”の題目で行われた．人口学以外にも生態学や数理生物学

など多岐にわたる分野で活躍されている同教授であるが，この度はヒトの死亡率や生態学のデータに

見られるTaylor'slawを中心とした自身と共同研究者らによるこれまでの研究成果の報告である．

Taylor'slawとは各データの平均値と分散をそれぞれ対数軸とした平面にプロットした場合，そこ

に直線の関係が見られるという経験則である．もしデータ同士が完全にランダムであるPoisson分

布に従うのであれば傾き1の直線として同平面上に表される．データ同士に法則性があれば傾き1か

らずれた傾きを持つ直線となるので，Cohen教授の研究でこれまで得られた日本を含む工業国の死

亡率を含めた様々なデータの法則性が議論となった．本講演には所内外から他分野を含め多くの研究

者が参加し，活発な質疑応答が行われた． （大泉 嶺 記）

モンゴル社会保険実施能力強化プロジェクト・メンバーへの研修

モンゴル国と国際協力事業団（JICA）が実施している「モンゴル社会保険実施能力強化プロジェ

クト」の一行が5月16日に表敬訪問のため，翌17日に人口および社会保障に関する研修を受けるため

来所した．このうち研修は社人研「モンゴル『社会保険実施能力強化プロジェクト』支援」プロジェ

クトの一環として行われた．当日は順番に「人口データ・人口統計～人口統計の基本的概念～」（筆

者），「年金資金が経済発展に与える影響」（佐藤格・社会保障基礎理論研究部室長），「高齢者の生活

と年金」（小島克久・情報調査分析部長）について講義が行われ，質疑応答も活発になされた．

（別府志海 記）
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